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千歳川における耳石標識試験からわかってきたこと 

 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

水産資源研究所 千歳さけます事業所 

冨田泰生 

「背景と目的」 

 石狩川河口から約 80km 上流に位置する千歳さけます事業所では、サケ稚魚の放流時期

やサイズに着目した耳石標識試験に取り組んでいる。事業所からの放流開始時期は、前浜の

沿岸水温が 5℃となる 4 月上旬頃が望ましいが、施設能力（用水量・池面数）に限りがある

ことから、3 月中の放流をせざるを得ない。 

そこで、2012－2016 年級では、10 月中旬採卵群（前期群）を用いて、3 月上旬放流の河

川回帰率の把握、及び４月上旬放流における大型サイズ（0.7-1.0g）と小型サイズ（0.6-0.7g）

の河川回帰率の把握を目的とした試験を実施した。 

2017-2021 年級では、9 月下旬採卵群（前期群）を用いて、同サイズでの 3 月上旬・中旬・

下旬放流の河川回帰率を把握する試験、及び 11 月下旬・12 月上旬採卵群（後期群）を用い

て、4 月中旬・下旬放流の河川回帰率を把握する試験を実施した。2017 年級の 4 年魚まで

が回帰したので、通常の事業で放流した中期群の回帰状況も含めて、その結果を紹介する。

「結果と考察」 

① 2012－2016 年級の結果 

・3 月上旬放流の河川回帰率 

3 月上旬放流は少なからず回帰しており、4 月上旬放流と比較すると、4 月上旬放流の方

が河川回帰率は高い結果となった。ただし、2014 年級のみ、3 月上旬放流の方が高い結

果となった。 

・4 月上旬放流における大型サイズと小型サイズの河川回帰率 

全ての年級で大型サイズ放流の方が高い河川回帰率を示した。また、4 月上旬内でも遅

い時期ほど回帰率が高く、サイズの違いとともに１週間程度の放流時期の違いが影響し

ていると考えられる。 

② 2017 年級における放流時期ごとの河川回帰率 

・4 年魚までの結果ではあるが、前期群及び中期群については、3 月下旬から 4 月中旬放

流の河川回帰率が比較的高い値を示した。また、後期群については、4 月下旬放流が 4

月中旬放流より若干高い河川回帰率を示した。 

＊本試験から 3 月下旬から 4 月中旬放流の河川回帰率が高いことが示されたが、その前後

に放流されたサケ稚魚の回帰動向も常に把握しながら、変動する海洋環境に適応可能な

放流を目指す。また、飼育用水である千歳川の河川水は、春先の天候によって水温が変

動するが、施設能力を最大限に利用し、可能な限り大型サイズでの放流を行っていく。 
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千歳さけます事業所

石狩11号
定置

Google map

水温計設置

北海道全域の河川図<https://www.harp.lg.jp/opendata/dataset/1746/resource/4175/hokkaidokasennzu.pdf>より抜粋

Google map

本題に入る前に・・・
ちょっとご紹介！

・北海道日本海区のサケ来遊状況
・千歳川のサケ捕獲状況
・前浜の春期沿岸水温 0
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日本海 2年魚 3年魚 4年魚 5年魚 6年魚

北海道日本海区の来遊数と千歳川の捕獲数

・2019年から30万尾前後の捕獲数で、3年魚が比較的多い。
・日本海区の来遊数の変化と概ね、同じような傾向。
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春期沿岸水温とサケ稚魚の生息時期

厚田沖 3m深 2012～2021年の10カ年平均値

～千歳川での耳石標識の活用～

放流時期と放流サイズに着目！！
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2012－2016年級の河川回帰率
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・4月上旬の放流では、サイズが大きいほど、時期が遅いほど回帰率が高い傾向。

・3月上旬より4月上旬放流の方が回帰率が高い傾向。
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2017年級の河川回帰率
（4年魚まで）

１％

・2017-2021年級まで放流試験を実施。今後も情報提供していきます！

・後期群については、4月下旬の河川回帰率も高い可能性。

・前期・中期採卵群については、3月下旬から4月中旬の河川回帰率が高い可能性。

0.4％
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3/22-4/2
0.97-1.16g

4/9-4/16
0.91-1.04g

統計モデル解析結果
耳石標識を用いた時期・サイズ放流

の回帰結果

沿岸水温データ

統計モデル

・放流時期：3/30以降

・放流魚体重：0.7g以上

千歳川への回帰の増加が期待
できる放流条件検索

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

3上旬 3中旬 3下旬 4上旬 4中旬 4下旬

(g)(千尾)

2022年千歳川放流状況

まとめと今後

①3月上旬より4月上旬放流の方が回帰率が高い傾向。

②4月上旬の放流では、サイズが大きいほど、時期が遅いほど回帰率が高い傾向。

③前期及び中期採卵群については、3月下旬から4月中旬の河川回帰率が高い可
能性。

④後期群については、4月下旬の河川回帰率も高い可能性。

①現在は3月下旬から4月中旬放流群の河川回帰率が高いが、前後の放流群の回
帰動向も常に把握しながら、変動する海洋環境に適応可能な放流を行っていく。

②飼育用水である千歳川の河川水は、春先の天候によって水温が変動するが、施
設能力を最大限に利用し、可能な限り大型サイズでの放流を行っていく。

1

10

6

5

47

32

10

前浜での標識親魚の回帰

9/20 10/11

＊2007年、石狩11号定置で各月200尾を調査。
採卵時期ごとの標識魚のみの尾数を示した。

・採卵時期の1ヶ月前には親魚が前浜に回帰しており、11月中旬以降の後期群も漁
業資源に貢献！
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